
この度は、ランダルコーポレーションの製品をお買いあげ、またはレンタル頂き、まこ
とにありがとうございます。
この「取扱説明書」には、ベッドを安全にご使用いただくための注意事項が記載されて
います。ご使用の前に必ずお読みになり正しくお使いください。
また分解・組み立て手順も記載されております。ベッドを安全にご使用いただくため、
手順をよくご理解頂き、指示に従い正しく作業を行ってください。

この「取扱説明書」は、いつでもごらんいただけるように大切に保管してください。

リライフベッドシリーズ取扱説明書
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1.	各部の名称

リライフ
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あたま側

あし側

警告

DFZS0117 日本製

PS
E

●この部分をもたないで下さい。
　 破損・変形して、けがをするおそれがあります。

● ベッドの可動部にコード類をはさまないでください。

　  コード類が破損すると、感電火災のおそれがあります。

定格電圧　　　　　100V

定格消費電力　　　170W

定格周波数 　　50/60Hz

最大連続使用時間 約5分

頭

側

頭

側

2.	安全に使用いただくために
この取扱説明書では、ベッドを安全に正しくお使いただくために、守らなければならない内容
や、注意する必要がある内容について、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解して
から本文をお読みください。

この表示を無視して取り扱いを誤ると、人が死亡または重傷を負
う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して取り扱いを誤ると、人が傷害を負う可能性が
想定される内容、および物的損害のみの発生が想定される内容を
示しています。

 記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指はさみ注意）が描かれています。

 記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

 記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は差し込みプラグをコンセントから抜いてく
ださい）が描かれています。

★	『安全に使用するための注意事項』などに記載の項目で、特に【すき間に関する注意】は、生命に関わる重大
な事故につながる可能性のある重要な項目です。本取扱説明書とあわせ、製品に別添の『すき間に関する注
意事項』を必ずお読みいただき、正しく安全にお使いください。なお、特に予測できない行動をとると思わ
れる方や体位を自分で保持できない方には十分注意してください。

※	取扱説明書をお読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。
〔安全ラベルについて〕

●	注意事項の中で、ベッドをお使いになる方に特に注意していただきたい項目をラベルにしてフットボー
ドの内側と、ハイローユニット／モーターユニットの側面と上面、背ボトムの裏面、膝・脚ボトムの側
面に貼ってあります。はがしたり傷つけたりしないでください。

●	安全ラベルが傷ついたり、はがれてしまった場合は販売店から新しい安全ラベルを取寄せ、貼り直して
ください。

　警告
　注意
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　警告

■	弊社が指定する適合品以外の製品とは組合せないでください
●	ベッドに直接取付けて使用するサイドレール、マットレスなどは弊社が指定する適合

品をお使いください。

	 指定以外の製品と組合せると、意図せぬすき間の発生や製品同士の干渉、安定性の低
下などにより、けがをしたりベッドが故障するおそれがあります。

■	サイドレールと介助バーの間、サイドレール・介助バーとボードや（特にあ
がっている）ボトムなどとのすき間（

➡

）に身体の一部（特に頭や首）が入らな
いように注意してください
●	すき間にはさまれたり、入ると抜けなくなり、けがをするおそれがあります。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、体位を自分で保持できない方には十
分注意してください。

■	サイドレール・介助バーなどやボトム・マットレスのすき間に身体の一部
（特に頭や首）が入らないように注意してください
●	すき間に入った状態で手元スイッチを操作すると、はさまれてけがをするおそれがあ

ります。

●	すき間にはさまれたり、入ると抜けなくなるなどして、けがをするおそれがありま
す。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、体位を自分で保持できない方には十
分注意してください。
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　警告

■	サイドレール・介助バーなどやボードのすき間に身体の一部が入らないよう
に注意してください
●	すき間に入った状態で手元スイッチを操作すると、はさまれてけがをするおそれがあ

ります。

●	すき間にはさまれたり、入ると抜けなくなるなどして、けがをするおそれがあります。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、体位を自分で保持できない方には十
分注意してください。

■	ベッドと壁や周りのものとのすき間にはさまれないように注意してください
●	身体の一部がはさまれて、けがをするおそれがあります。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、体位を自分で保持できない方には十
分注意してください。

■	サイドレール使用時もベッドからの転落に十分注意してください
●	サイドレールとサイドレール、各ボードとサイド

レールのすき間から転落し、けがをするおそれが
あります。

●	サイドレールの上から身を乗り出して転落し、け
がをするおそれがあります。

●	厚みのあるマットレスを使用する場合、 相対的に
サイドレールが低くなり、サイドレールを乗り越
えやすくなりますのでご注意ください。

●	ベッドの背をあげた状態で使用される場合、転落
予防としての効果を十分に発揮できないおそれが
あります。

●	特に、予測できない行動をとると思われる方や、
体位を自分で保持できない方には十分注意してく
ださい。
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　警告

■	サイドレール・介助バーなどを取付ける際は、正しい向きで取付けてください
●	ベッドから転落したり、意図せぬすき間が発生し

て、身体の一部がはさまれてけがをするおそれが
あります。

●	誤った向きでは確実に差込むことができず、サイ
ドレール・介助バーなどが不意に外れるなどし
て、けがをするおそれがあります。正しい向きで
の取付けかたについては、P.54〜55を参照し
てください。

■	サイドレール・介助バーなどを取付ける際は、オプション取付穴に異物が
入っていないことを確認してください
●	異物が入っていると確実に取付けることができず、ベッドから転落したり、意図せぬ

すき間が発生して、身体の一部がはさまれてけがをするおそれがあります。

■	ベッドの下に潜り込んだり、頭、手や足などを入れないでください
●	ベッドの可動部とフレームやサイドレール・介助バーなどとの間にはさまれて、けが

をするおそれがあります。手元スイッチ操作は、ベッドの下および周りに人や障害物
がないことを確認して行ってください。

■	手元スイッチ操作中はベッドのフレームとボトムの間などに手（指）や足など
を入れないでください
●	さがってきたボトムとベッドのフレームやボード

などの間にはさまれて、けがをするおそれがあり
ます。
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　警告

■	オプションや突起物に衣類などが絡まないように注意してください
●	衣類などが絡まった状態でベッドを操作すると、衣類などが引っ張られるなどして、

けがをするおそれがあります。

●	ベッドの乗り降りなどの際に転倒して、けがをするおそれがあります。

■	サイドレール・介助バーやヘッドボード・フットボードなどに腰掛けたりし
ないでください
●	ベッドから転落・転倒してけがをしたり、ベッド

やサイドレール・介助バーなどが破損・変形し
て、けがをするおそれがあります。

■12歳以下のお子様や操作が理解できないと思われる方に操作させないでく
ださい
●	12歳以下のお子様や操作が理解できないと思われる方（認知症の方など）が、1人で手

元スイッチを操作した場合、誤ってベッドに身体がはさまれるなど、思わぬけがをす
るおそれがあります。1人で手元スイッチに触れる可能性がある場合には、次のいず
れかの方法により操作を制限し、誤操作による事故を未然に防いでください。

●	全禁止スイッチで手元スイッチをロック（禁止）する。（設定方法は24ページを参照）

●	電源プラグを抜く。

■	ボトム角度やベッドの高さを調節する際は、ベッドをご使用の方の状態に注
意してください
●	ベッドをご使用の方がボトム角度やベッドの高さ調節中に動くと、ベッドから転落し

たり、サイドレール・介助バーなどやボードなどとのすき間にはさまれて、けがをす
るおそれがあります。

●	特に自分で体位を保持できない方の場合は、身体を支えながら操作してください。

■	ベッドから離れたり、ベッドをご使用の方から一時的に目を離す際は、ボト
ムの角度やベッドの高さに注意してください
●	介護者などがベッドから離れたり、ベッドをご使用の方から一時的に目を離す際は、

万一のベッドからの転落に備え、ご使用の方の状況に応じて、ボトムの角度を水平に
してベッドの高さを一番低い位置にしてください。
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■	乳幼児やお子様には使用しないでください
●	本製品は乳幼児やお子様向けに設計されていませ

ん。サイドレールなどのすき間に身体の一部がは
さまれて、けがをするおそれがあります。

●	サイドレールを使用していてもすき間から転落し
て、けがをするおそれがあります。

■	ベッドは正しい向きで使用してください
●	ベッドの頭側、足側を間違えて寝ると手元スイッ

チ操作の際、無理な姿勢となり、けがをするおそ
れがあります。

■	うつ伏せや横向きで寝た状態（仰向け以外）での角度調節は行わないでください
●	関節を逆に曲げることになり、けがをするおそれ

があります。

■	踏み台がわりにしないでください
●	ベッドから転落・転倒して、けがをするおそれが

あります。

■	ベッドの上で飛び跳ねないでください
●	ベッドから転落・転倒してけがをしたり、ベッド

が故障するおそれがあります。特にお子様にはご
注意ください。

　警告
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■	お客様による修理・改造はしないでください
●	意図せぬすき間の発生や異常動作などにより、けがをするおそれがあります。

■	コード類（電源コードなど）を傷つけないでください
●	コード類が破損し、感電・火災のおそれがあります。

○	ベッドの可動部にコード類をはさまないように
してください。

○	コード類に重いものを置いたり無理な力を加え
ないようにしてください。

○	ベッドでコード類を踏みつけないでください。

●	傷んだコード類は修理（交換）を依頼してください。

■	電源コードや手元スイッチのコードに足を引っ掛けないようにしてください
●	プラグやコードが破損し、感電・火災のおそれがあります。

●	転倒して、けがをするおそれがあります。

■	ベッドやその他の電気機器のコード類（電源コードなど）をベッドの下に通さ
ないでください
●	脚座やキャスター、可動部などにはさまれてコード類が破損し、感電・火災のおそれ

があります。

■	電子治療器を使用するときは必ず電源プラグを抜いてください
●	電子治療器（マイクロ波治療器、超短波治療器など）を同時に使用した場合、ベッドの

故障や誤動作の原因となります。

●	なお、他のME機器と併用する際は、安全をご確認の上ご使用ください。

■	電源プラグを濡れた手で抜き差ししないでください
●	ショートして感電・故障するおそれがあります。

　警告
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■	掃除などベッドの下に入る際は電源プラグを抜いてください
●	誤操作によりフレームなどにはさまれて、けがをするおそれがあります。

■	電源プラグにほこりを付着させないでください
●	電源プラグの表面にほこりが付着していると水分

を含んで電流が流れ、絶縁状態が悪くなり、発火
するおそれがあります。

●	電源プラグの表面にほこりが付着している場合、
乾いた布などでよく拭き取ってください。

■電源プラグに無理な力を加えないでください
●	感電・火災のおそれがあります。

■	電源プラグを持って抜いてください
●	電源プラグを抜く際、電源コードのみを持って引き抜くとコードが傷んで感電・発火

するおそれがあります。

■	お手入れは電源プラグを抜いて行ってください
●	誤操作によるけがやショートによる感電のおそれがあります。

■	タコ足配線は行わないでください
●	コンセントや延長コードの容量を超える電気製品を同時に接続使用すると、電源コー

ドやプラグが発熱して発火するおそれがあります。

■	水などをこぼさないでください
●	モーターや手元スイッチなどの電装品に、水などをこぼさないでください。ショート

して感電したり、故障の原因となります。誤ってこぼしてしまった場合には、必ず電
源プラグをコンセントから抜いて、販売店または弊社営業所・サテライトにご連絡く
ださい。

■	ベッドは定期的に点検してください
●	使用の頻度や環境により、製品は摩耗・劣化します。定期的に各部のゆるみ、可動部

の動作、破損の有無などを点検してください。思わぬけがをするおそれがあります。

■	被災したベッドは点検・修理をしてください
●	地震・火災・水害などで被災したベッドは、お買い上げの販売店または弊社営業所・

サテライトまで、点検・修理をご依頼ください。電装品のショートや漏電による感
電・火災やベッドの変形による動作の異常によって、けがをするおそれがあります。

　警告
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■	ベッドをご使用の方の容態にあわせて使用し、治療中の方は医師に相談をし
てください
●	ご使用の方の容態によっては、ベッドの操作で容態を悪化させる可能性があります。

●	現在治療中の方は、ベッドの操作が症状を悪化させる可能性があります。ベッドのご
使用に際して不安や疑問があるときは、かかりつけの医師にご相談ください。

■	手元スイッチなどの電装部品をぶつけたり傷つけないでください
●	ショートによる感電や誤動作のおそれがありま

す。

●	傷んだ手元スイッチなどの電装部品は修理（交換）
を依頼してください。

■	火気に近づけないでください
●	ベッドの近くで、ストーブなどの熱器具を使用し

ないでください。変質・変形・発火などの原因と
なります。

■	ヘッドボードフットボードを持ってベッドの移動はしないでください
●	ヘッドボードフットボードを持ってベッドを引き

ずったり持ち上げると、ヘッドフットボードが破
損してけがをするおそれがあります。

■	ベースフレームに足をかけないでください
●	ベースフレームに足をかけたり、足先を入れたり

しないでください。はさまれてけがをするおそれ
があります。

　警告
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　注意

■	高さ調節のとき、壁や梁
はり

、壁のコンセントに気をつけてください
●	ベッドは高さ調節操作で、上下に約34cm動き

ます。ご使用の際には、高さ調節でベッドが壁や
梁
はり

、電源プラグにあたらないことをご確認くださ
い。

■	スペースを十分に確保して、ベッドを設置してください。
●	ベッドの横に車いすを横付けできるスペースや、

また、介護の方がベッドの周りで介護するための
スペースなども十分に確保してベッドを設置して
ください。

●	ベッドと壁の間隔については左図を参照して設置
を行ってください。

■	あがっているボトムに乗らないでください
●	ボトムの支持部に大きな力がかかり、破損・変形

の原因となります。

■	2 人以上で使用しないでください
●	このベッドは1人用の設計になっています。2人

以上で使用すると、ベッドが破損してけがをする
おそれがあります。

	 このベッドの最大使用者体重は135kgです。
	 一時的に、介護者がベッドに乗る必要がある場合

は、次の点を確かめてください。
○	ベッドにかかる荷重が最大使用者体重（135kg）を超えていないこと

※	ベッドに安全使用荷重（P73※2）以上の荷重を加えないでください。

・	 ベッドが破損してけがをするおそれがあります。

約
34cm

8cm以上

5cm以上

1m以上

脚側
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　注意

■	手元スイッチ操作時は周囲を確認してください
●	手元スイッチ操作によって周囲の物を破損させたり、ベッドを破損・変形させる原因

となります。

■	移乗の際などにマット止め（小）に身体をぶつけないように注意してください
●	けがをするおそれがあります。

■	ヘッドボード・フットボードは必ずストッパーをかけてください
●	ボードの取付けが不完全な場合、身体を支えるた

めボードにつかまったときやベッド移動でボード
を押す（引く）ときなどに不意に外れ、転倒などに
よるけがのおそれがあります。（51ページ参照）

■	殺虫剤をベッドにかけないでください
●	殺虫剤に含まれる溶剤によって、ベッドが破損・変色・溶解するおそれがあります。

また、破損・溶解した部分で思わぬけがをするおそれがありますので十分ご注意くだ
さい。

マット止め（小）
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①	タイトルの部品と取り付ける部品を表示しています。
1はその部品が梱包されている梱包箱の番号です。

②	タイトルの部品を取り付けるときに使用する部品を表示しています。1は梱包番号で、
それに続く名称は袋の名前です。

③	  は組み立てに役立つポイントを記載しています。組み立てをスムーズに行うため、
必ずお読みください。

④	  は記載されているイラストが、ベッド本体をどの方向から見たものかを8方向の
マークで表しています。

33

1  脚座を取り付けます

 ハイローユニットを梱包状態のまま箱から取り出し、組み立てをはじめてく
ださい。

1
ハイローユニット

1 リベット

プッシュリベット

③

④ ②
①

タイトル

ハイローユニット
1

1

3.	本書のみかた
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4.	日常の使用方法と操作

●● 手元スイッチを操作してもベッドが動かない場合は、繰り返し手元スイッチを操作
せず、76ページの「12. 故障かな？と思ったら」を参照してください。

（下図は3モーター仕様の手元スイッチを示しています。）

■■ 手元スイッチの操作方法

　警　告
12歳以下のお子さまや自分でベッドを適切に操作できない方には、一人でベッド
を操作させないでください。

　注　意
手元スイッチのケーブルがベッドの駆動部に絡まないように注意してください。
ケーブルが引っ張られたままベッドを使用すると、断線や故障の原因となります。
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● 手元スイッチ

背
あ
げ

背
さ
げ

膝
あ
げ

膝
さ
げ

背
あ
げ

背
さ
げ

背ボトムに連動して膝ボトムがあ
がります。

膝ボトムの角度を調整します。
（水平から最大30度）

ベッドから起き上がるとき
に使用します。

ベッドで食事や読書をする
ときに使用します。

背あげ
3モーター仕様

背あげ膝連動
2モーター仕様

膝あげ
3モーター仕様

手元スイッチ操作ボタン

手元スイッチ操作ボタン

背ボトムは水平から最大72度、
膝ボトムは最大20度まであ
がります。

切替レバーで背あげのみと、
連動の切替ができます。

背あげを行う場合、先に膝
ボトムをあげておくと体全
体がかかと側にずれること
を防ぎます。

手元スイッチ操作ボタン

背ボトムの角度を調整します。
（水平から最大72度）

お好みの背上げポジションに調整したい場合はP21を、
お好みの膝上げポジションに調整したい場合はP22を参照してください。
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約100～
　110度

内角が90度以下になると、腹部への過剰圧迫の原因となる
ことがあるため、背上げと脚上げの内角角度が約100度を
保つように、背ボトムと膝ボトムの角度を制限します。

（例：先に上がっている背ボトムもしくは膝ボトムを優先し、
後から上げるボトムは、内角が約90度以下にならないよう
に手前で止まります。）

※ 止まったボトムをもっと上げたい場合、先に上がっている
背ボトムもしくは膝ボトムを下げれば、再び上げることが
できます。

80mmのマットを使用した場合の、降りやすい標準値※が男性400mm、女性380mm
です。（床の高さは男性320mm、女性300mmです。）
※ 人間生活工学研究センター〔HQL〕高齢者対応基盤整備データを元に、当社独自解析
したものです。（60才～70代平均値）

お好みの高さポジションに調整したい場合はP23を参照してください。

オプションのキャスターを取付けた場合はベッド床高さが変わります。
高さの範囲についてはP53を参照してください。

床
あ
げ

床
さ
げ

床
あ
げ

床
さ
げ

ベッドの高さを調整します。
（床からボトムまでの高さ
を250～590mmの間で調
整します。）
※脚パッド使用時+5mm。

床の高さが一定の位置に来ますとブザーが鳴ります。鳴り方によって高さがわかります。

床あげ
2、3モーター仕様

ベッドから立ちあがるとき
や、車いすに乗り移るとき
に高さを調節することがで
きます。

介護しやすい高さに調節す
ることができます。

手元スイッチ操作ボタン

3モーター仕様2モーター仕様

ピッピッ

ベッド床高さ ブザー鳴り方

590

320
300
250

ピー
ピッ
ピッピッ

内角

● 手元スイッチ

● 角度保持制限機能　3モーター仕様
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■■ 手元スイッチの便利機能設定方法

	 スピード選択機能

スピード選択機能により、「遅い」・「通常」・「速い」の三段階から選択できます。

※初期設定及びオールクリア後は、「通常」スピードに設定となります。
※各部位ごと（個別）のスピード設定はできません。

⑴	 あたまボタンの▲「あがる」▼「さがる」を同時に5秒間、指で押
し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅した
ら、ボタンを離します。

⑵	 あたまボタンの▲「あがる」▼「さがる」を同時に3秒間、指で
押し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅
します。

⑶	 スピードを選択します。
	 あたまボタンの▲「あがる」で速く、▼「さがる」で遅くなります。

※リモコン上部のLEDの点滅スピードが三段階になりますの
で、お好みのスピード（点滅）に合わせてください。

※確実にゆっくりと、あたまボタンの▲「あがる」▼「さがる」を
押して調節してください。

⑷	 スピードを合わせたら、あたまボタンの▲「あがる」▼「さが
る」を同時に、3秒間、指で押し続けます。ピー音とともにリ
モコン上部のLEDが点滅解除されましたらスピード切り替え
完了です。
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	 背上げピッタリポジション機能

お好みの背上げポジションをボタン操作により記憶し、簡単に快適ポジションでベッドをご
使用いただけます。

【設定】
⑴	 ご希望のポジションの決定
	 背上げ操作（あたまボタンの▲「あがる」または、▼「さがる」）に

て、ご希望のポジションに合わせてください。

⑵	 ご希望のポジションのメモリー（記憶）
①	あたまボタンの▲「あがる」▼「さがる」を同時に5秒間、指
で押し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLEDが点
滅します。

②	あたまボタンの▲「あがる」を3秒間、指で押し続けます。
ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅解除されまし
たらピッタリポジションのメモリー（記憶）完了です。
※	この後の背上げ操作は、このピッタリポジションにな
ると、背上げ動作が自動停止します。

【解除】

⑴	 ピッタリポジションのメモリー解除
①	あたまボタンの▲「あがる」▼「さがる」を同時に5秒間、
指で押し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLED
が点滅します。

②	あたまボタンの▲「あがる」を3秒間、指で押し続けます。
ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅解除されまし
たらピッタリポジションのメモリー解除完了です。
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	 膝上げピッタリポジション機能

お好みの膝上げポジションをボタン操作により記憶し、簡単に快適ポジションでベッドをご
使用いただけます。

【設定】
⑴	 ご希望のポジションの決定
	 膝上げ操作（あしボタンの▲「あがる」または、▼「さがる」）にて、

ご希望のポジションに合わせてください。

⑵	 ご希望のポジションのメモリー（記憶）
①	あしボタンの▲「あがる」▼「さがる」を同時に5秒間、指で
押し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅
します。

②	あしボタンの▲「あがる」を3秒間、指で押し続けます。
ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅解除されまし
たらピッタリポジションのメモリー（記憶）完了です。
※	この後の膝上げ操作は、このピッタリポジションにな
ると、膝上げ操作動作が自動停止します。

【解除】

⑴	 ピッタリポジションのメモリー解除
①	あしボタンの▲「あがる」▼「さがる」を同時に5秒間、指で
押し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅
します。

②	あしボタンの▲「あがる」を3秒間、指で押し続けます。ピー
音とともにリモコン上部のLEDが点滅解除されましたら
ピッタリポジションのメモリー解除完了です。
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	 たかさピッタリポジション機能

お好みのたかさポジションをボタン操作により記憶し、簡単に快適ポジションでベッドをご
使用いただけます。

【設定】
⑴	 ご希望のポジションの決定
	 ハイロー操作（たかさボタンの▲「あがる」または、▼「さがる」）

にて、ご希望のポジションに合わせてください。

⑵	 ご希望のポジションのメモリー（記憶）
①	たかさボタンの▲「あがる」▼「さがる」を同時に5秒間、指
で押し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLEDが点
滅します。

②	たかさボタンの▲「あがる」を3秒間、指で押し続けます。
ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅解除されました
らピッタリポジションのメモリー（記憶）完了です。
※	この後のハイロー操作は、このピッタリポジションにな
ると、ハイロー動作が自動停止します。

※	動作例：ベッド床高350mmで設定した場合
	 床高250mmにてあがるボタンを押す→床高350mm
でピッと鳴って停止→ボタンを離してもう一度あがるボ
タンを押す→再び動き出し、床高590mmにてピッピッ
と鳴って止まります。

【解除】

⑴	 ピッタリポジションのメモリー解除
①	たかさボタンの▲「あがる」▼「さがる」を同時に5秒間、指
で押し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLEDが点
滅します。

②	たかさボタンの▲「あがる」を3秒間、指で押し続けます。
ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅解除されました
らピッタリポジションのメモリー解除完了です。

ベッド床高さ ブザー鳴り方

と鳴って停止

590

350
250

ピッ

ピッピッ

ピッピッ
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	 誤操作防止オールロック機能

誤って操作しないように、ボタン操作で、操作ボタンのロック・解除ができます。

【設定】
⑴	 あたまボタンの▲「あがる」と▼「さがる」を同時に5秒間、指

で押し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅
します。

⑵	 あたまボタンの▼「さがる」を3秒間、指で押し続けます。ピー
音とともにリモコン上部のLEDが点滅解除されましたらオー
ルロック機能の設定完了です。

【解除】
⑴	 あたまボタンの▲「あがる」と▼「さがる」を同時に5秒間、指

で押し続けます。ピー音とともにリモコン上部のLEDが点滅
します。

⑵	 あたまボタンの▼「さがる」を3秒間、指で押し続けます。ピー
音とともにリモコン上部のLEDが点滅解除されましたらオー
ルロック機能の解除完了です。

	 オールクリア機能

設定した全ての機能を一度に解除します。

または

【設定】
⑴	 たかさボタンの▲「あがる」▼「さがる」または、あしボタンの▲
「あがる」▼「さがる」を同時に5秒間、指で押し続けます。ピー
音とともにリモコン上部のLEDが点滅します。

⑵	 ⑴で押したボタンを同時に3秒間、指で押し続けます。ピー音
とともにリモコン上部のLEDが点滅解除されましたらオール
クリア完了です。
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■■ 背・膝ボトム連動切り替えについて
	 ハイロー2モーターベッド仕様では、膝ボトムは背ボトムと連動してあげ・さげするこ

とができます。また、切り替えレバーで背ボトムのみのあげ・さげに切り替えることが
できます。切り替えレバーは腰ボトムの下にあります。

①	膝・脚ボトムを起こすと下図の切り替えレバーがあります。

レバーを切り替える際は必ず背ボトムが完全に降りていることを確認してください。

腰ボトムの下にあります。

切り替えレバー

切り替えレバー

切り替えレバーが脚側に倒れていると
きは背・膝が連動します。

切り替えレバーが頭側に倒れていると
きは背・膝連動は解除されています。
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■■ 脚ボトム先端角度切り替えについて
	 膝上げ時の足先の角度を切り替えることができます。

　警　告
●	切り替え調整作業は、手や腕などをはさまないよう注意して行ってください。
●ベッドをご使用中の場合は、ベッドから降りていただき、切り替え調整作業を
行ってください。

約7度

①	脚ボトムを持ち上げながら、ステーをホルダーには
めこみます。

②	脚ボトムをゆっくりとおろします。

●	脚ボトムをおろしたときにローラーが幅出しフレー
ムに載っていることを確認してください。

①	脚ボトムを持ち上げながら、ステーをホルダーから
外します。

②	脚ボトムをゆっくりとおろします。

●	調整作業は膝ボトムを水平まで下げてから行ってく
ださい。

●	ステーが左右とも幅出しフレームの上に確実に載っ
ていることを確認してから使用してください。

『かかとさげ』　　○膝あげ動作時に脚ボトム先端はあがりません。

『かかとあげ』　　○膝あげ動作に連動して脚ボトム先端があがります。

膝上げ時

ホルダー

ステー

ホルダー
ステー

切替方法

切替方法

膝上げ時
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■■ 日常のお手入れ

　注　意
ベッドをお手入れするときは、誤動作による事故を防止するため、電源プラグを
コンセントから外して行います。

　警　告
ベッドに水やお湯をかけて掃除しないでください。ショートして感電の恐れがあ
ります。

　注　意
	
	
	
シンナー・ベンジンなどの揮発性の高い薬品は絶
対に使用しないでください。		
	
	

●● ベッド・サイドレール・介助バーなどのお手入れ	 	
水で薄めた中性洗剤に布を浸し、よく絞ってから汚れを拭き、乾いた布でよく拭
き取ります。シンナー・ベンジンなどの揮発性の高い薬品は絶対に使用しないで
ください。

●● マットレスお手入れ	 	
使用の状態に応じて2週間から4週間に一度、ベッドから降ろし風通しの良いとこ
ろで陰干してください。

●● ネジ類のゆるみの点検	 	
ノブボルトなど、取り付けネジがゆるんでいないか時々点検してください。ゆるん
でいるネジは締めるようにしてください。

シ
ン
ナ
ー

ベ
ン
ジ
ン
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5.	機種別組み立てガイド
■	ユニットの組合せについて

■	リライフベッドシリーズでは下表のユニット組合せで使用してください。
	 オプションについては、「適合オプションについて」（52 ～ 53 ページ）をご確認くださ

い。

　警　告
ベッドは下表のユニットを確認した上で組合せで組み立ててください。誤った組
合せで使用すると、けがや故障の原因となります。

	 ※各ユニットの番号は梱包用の段ボールおよび製品識別表示ラベルに記載されています。

■リライフベッドシリーズ　91・100ハイロー２モーター　CLB－ 2209／ 2209J／ 2200
組立順序

ユニット名称 ユニットコード 組立説明
ユニット番号

□1 LBハイローユニット BFAX1100 P33〜35
□2 LBモーターユニット2モーター BFAX1202 P36〜37

□3
LB幅出しユニット91幅 BFAX1300

P38〜41
LB幅出しユニット100幅 BFAX1301

□4
LBボトムユニット91幅 BFAX1400

P42〜49
LBボトムユニット100幅 BFAX1401

□5
LBヘッドフットボード91幅 BFAX1500

P50〜51LBヘッドフットボード100幅 BFAX1501
LBヘッドフットボード91幅（樹脂ボード） BFAX1510

■リライフベッドシリーズ　91・100ハイロー３モーター　CLB－ 2309／ 2309J／ 2300
組立順序

ユニット名称 ユニットコード 組立説明
ユニット番号

□1 LBハイローユニット BFAX1100 P33〜35
□2 LBモーターユニット3モーター BFAX1203 P36〜37

□3
LB幅出しユニット91幅 BFAX1300

P38〜41
LB幅出しユニット100幅 BFAX1301

□4
LBボトムユニット91幅 BFAX1400

P42〜49
LBボトムユニット100幅 BFAX1401

□5
LBヘッドフットボード91幅 BFAX1500

P50〜51LBヘッドフットボード100幅 BFAX1501
LBヘッドフットボード91幅（樹脂ボード） BFAX1510
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6.	組み立てる前の準備

　注　意
ベッドを組み立てるときは、誤動作による事故を防止するため、電源プラグをコ
ンセントから外して作業を行います。ただし、必要に応じてベッドを稼働させる
必要があるときは、組み立て手順の指示に従い電源プラグをコンセントに差し込
んでください。		
ベッドを組み立てるときは、各部品の駆動部に指などをはさまないように注意し
てください。

●● 組み立ては必ず大人2名以上で行ってください。
●● ベッドは一度組み立てると移動させることが困難です。	 	
ベッドを利用される方が車いすに乗り降りする場合、ベッドの横に車いすを横付けできるスペースを
確保してください。また、介護の方がベッドの周りで介護するためのスペースなども十分に確保して
ベッドを設置してください。ベッドと壁の間隔については下の図を参照して設置を行ってください。

●● ベッドは電動操作で動きます。背・膝上げ操作、特に高さ方向においては、ベッド
が動くにつれ高さ寸法が増していくので、ベッド周辺の家具および構造物の一部に
当たらないようにしてください。

●● スナップピンには着脱しやすいように、つまみ部に角度が設けてあります。取り付
け時にはこの部分が外側へ向くようにしてください。	

	 	 	 スナップピン

アクチュエーター
（モーター）

スナップピンピン

つ
ま
み
部
の
角
度

 

8cm以上

5cm以上

1m以上

脚側
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7.	リライフベッドシリーズの組み立て方法
■■ パッケージごとの内容物と付属品
開梱後、下記の部品がすべて揃っていること、破損していないことを確認してください。
万一、部品の不足や破損があった場合には、販売店または直接弊社までご連絡ください。

　注　意
●	重量のあるユニットを組立てたり移動する際は、2人以上で作業を行ってくだ
さい。背や腰などをいためるおそれがあります。

●	組立ての際にはユニット同士やユニットの可動部で手をはさまないように注意
してください。けがをするおそれがあります。

※（　）内の数字は梱包材を含む質量です。

1 ハイローユニット　23.9kg（27.3kg）

■
付
属
品

■
組
立
付
属
部
品

■
脚
座

取扱説明書（本書）

手元スイッチ早見表

六角レンチ×1

プッシュリベット×4

脚座×4マット止め（小）×4 脚パッド×4

ノブボルト（長）×2

シール（頭側）×2 シール（脚側）×2

スナップピン×6 連結ピン×2

ノブボルト（短）×2

1450×750×188　（mm） ハイローユニット

製品識別表示ラベル
商品No. BFAX1100
商品名 LBハイローユニット
シリアルNo. ○○○○○○○○○○○○

R 0 8 0 1 2 2 0 6 0 0 3 T
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1070×545×185　（mm） モーターユニット

　91幅　925×695×166　（mm）
100幅　1015×695×166　（mm） 脚側幅出しフレーム

頭側幅出しフレーム

製品識別表示ラベル
商品No. BFAX1203
商品名 LB3Mモーターユニット
シリアルNo. ○○○○○○○○○○○○

R 0 8 0 1 2 2 0 6 0 0 3 T

製品識別表示ラベル
商品No. BFAX1300
商品名 LB幅出しユニット
シリアルNo. ○○○○○○○○○○○○

R 0 8 0 1 2 2 0 6 0 0 3 T

2 モーターユニット	 2M	 22.1kg（23.6kg）

		  3M	 23.0kg（24.5kg）

3 幅だしフレーム	 91幅	 14.6kg（16.6kg）

		  100幅	 16.3kg（18.3kg）
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　91幅 915×610×80 （mm）
100幅 1020×610×80 （mm）
　91幅樹脂ボード 955×530×120 （mm）

　91幅 920×872×98 （mm）
100幅 1010×872×98 （mm）

背ボトム

ヘッドボード

膝ボトム
腰ボトム

フットボード

ヘッドボード（樹脂）
フットボード（樹脂）

マット止め（大）

脚ボトム

製品識別表示ラベル

商品No. BFAX1400
商品名 LBボトムユニット
シリアルNo. ○○○○○○○○○○○○

R 0 8 0 1 2 2 0 6 0 0 3 T

製品識別表示ラベル

ボード内側

商品No. BFAX1500
商品名 LBヘッドフット
シリアルNo. ○○○○○○○○○○○○

R 0 8 0 1 2 2 0 6 0 0 3 T

製品識別表示ラベル

ボード内側

商品No. BFAX1510
商品名 LBヘッドフット
シリアルNo. ○○○○○○○○○○○○

R 0 8 0 1 2 2 0 6 0 0 3 T

4 ボトムユニット	 91幅	 20.0kg（21.9kg）
		  100幅	 20.3kg（22.3kg）

5 ヘッド･フットボード	 91幅	 10.7kg（12.0kg）　91幅樹脂ボード	 9.8kg（11.5kg）
		  100幅	 11.2kg（12.5kg）



33

1 	脚座を取り付けます

	 ハイローユニットを梱包状態のまま箱から取り出し、組み立てをはじめてく
ださい。

1
ハイローユニット

1 リベット

プッシュリベット
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①	脚座をさかさまの状態でハイローユニットに4カ所取り付けます。脚座はプッシュリベッ
トで固定してください。

②	全ての脚座を取り付けたらハイローユニットを裏返します。

　警　告
キャスター自体を回して固定するとキャスターを破損する恐れがあります。キャ
スターは必ず専用スパナで固定してください。

ハイローユニット

ハイローユニット
プッシュリベット

キャスター スプリング
ワッシャー
ワッシャー

アダプター

キャスターを取り付ける場合

脚座

プッシュリベットはしっかりと
押し込みます。

※詳細はキャスターの取扱説明書を参照ください。
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③	ベッドを使用する位置にハイローユニットを設置します。

	 ベッドは組み立てが完了すると、重量があるため簡単に移動できません。あらか
じめベッドを使用する位置にハイローユニットを設置してから組み立てを行いま
しょう。

　警　告
ベッドは組み立てが完了するとおおよそ90〜100kgとなります。ベッドを設置
する床の耐荷重に注意してください。	

	 ハイローユニットには頭側を識別するラベルが貼ってあります。設置する方向を
確認して組み立てを行ってください。脚座をさかさまの状態で下部ユニットに4
カ所取り付けます。脚座はプッシュリベットで固定します。

	 畳やじゅうたんなどの上で長期ご使用する場合は、脚座またはキャスターの下
に付属の脚パッドを敷いてください。ゆかのへこみ、キズつきを軽減すること
ができます。

　注　意
塩化ビニル系のゆかでの使用はやめてください。		
ゆか材に脚パッドの色が移り、ゆかを汚す可能性があります。

　警　告
●	脚座ゴムシートの表面は必ず拭いてください。そのまま使用すると、ベッドに
寄りかかったり乗り降りする際などにベッドが滑って、思わぬけがをするおそ
れがあります。

●脚座ゴムシートが確実に設置され、ベッドが安定していることを確認してくだ
さい。安定しない状態で使用すると、思わぬけがや破損の原因となります。
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2 	モーターユニットを取り付けます

①	モーターユニットのフレーム先端部をハイローユニットのホルダーにはめ込み、モー
ターユニットを静かに降ろします。

	 この部分をもたないで下さい。

2

モーターユニット

フレーム先端部

ホルダー

注
記
！

　注　意
	 組立の際は手指などをはさまないように注意してください。
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ハイロー
モーター

スナップ
ピン

連結ピン

とめる

マジック
バンド

マジック
バンド

②	ハイローモーターを固定しているマジックバンド（ストラップ）から外します。ハイロー
ユニットの連結ピンのスナップピンを抜き取り、連結ピンを引き抜きます。この連結ピ
ンでハイローモーターとハイローユニットの駆動部を連結しスナップピンで固定します。

ストラップ

ストラップ

①爪で押し下げる
②ケーブルを引く

①

②

（マジックバンド）

（ストラップ）
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　警　告
幅だしフレームと、背ボトムおよび膝・脚ボトムの設定は、レギュラータイプも
しくはショートタイプで必ず揃えてください。異なる設定のまま取り付けるとフ
レームにすき間ができ、思わぬ事故につながるおそれがあります。

3 	頭側幅だしフレームを取り付けます

①	ハイローユニットの2カ所の連結ピンに頭側幅だしフレームの連結金具をはめ込みます。

3

1

1

ノブボルト（長）

連結ピン

連結金具 頭側幅だしフレーム

ハイローユニット

レギュラータイプにする場合 ショートタイプにする場合
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②	①の状態のまま、ハイローユニットに頭側幅だしフレームを静かに倒します。

③	頭側幅だしフレームとハイローユニットの連結部2カ所をノブボルト（長）で固定します。

ノブボルト（長）

レギュラータイプにする場合

ショートタイプにする場合
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4 	脚側幅だしフレームを取り付けます

①	ハイローユニットの2カ所の連結ピンに脚側幅だしフレームの連結金具をはめ込みます。

ノブボルト（短）3

1

脚側幅だしフレーム

ハイローユニット

連結金具

連結ピン

レギュラータイプにする場合 ショートタイプにする場合

　警　告
幅だしフレームと、背ボトムおよび膝・脚ボトムの設定は、レギュラータイプも
しくはショートタイプで必ず揃えてください。異なる設定のまま取り付けるとフ
レームにすき間ができ、思わぬ事故につながるおそれがあります。
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②	①の状態のまま、ハイローユニットに脚側幅だしフレームを静かに倒します。

③	脚側幅だしフレームとハイローユニットの連結部2カ所をノブボルト（短）で固定します。

ノブボルト（短）

レギュラータイプにする場合

ショートタイプにする場合
④	電源ケーブル・手元スイッチが固定されているヒモを解き、コードを引き出しておきま

す。

　警　告
コードを引き出す際、ハイローフレームの上を通さないでください。コードの挟
み込みによる断線や思わぬ事故の原因となります。

フレームの上には通さ
ないでください。
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5 	背ボトムを取り付けます

①	ショートタイプにする場合は、背ボトムの4カ所のボルトを外します。背ボトムを調整
し、外したボルトで固定します。

4

1

スナップピン

連結ピン

ボルトは必ず2本づつ
使用して固定してくだ
さい。

　警　告
100幅タイプの背ボトムの調整はできません。
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●● 背ボトムの長さはレギュラーとショートを選択できます。

●● レギュラーで設定する場合は、背ボトムに貼られているラベルのレギュラー表
記箇所をボルトで固定してください。

●● ショートの場合はショート表記箇所をそれぞれボルトで固定します。

　警　告
幅だしフレームと、背ボトムおよび膝・脚ボトムの設定は、レギュラータイプも
しくはショートタイプで必ず揃えてください。異なる設定のまま取り付けるとフ
レームにすき間ができ、思わぬ事故につながるおそれがあります。

レギュラー ショート
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②	ハイローユニットの2カ所の連結ピンに背ボトムの連結金具をはめ込みます。

③	背ボトムの連結部2カ所に連結ピンを差し込み、スナップピンで固定します。

連結金具

連結ピン

スナップピン

連結ピン
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①	モーターユニット左右の連結金具の切り欠きを利用して、腰ボトムの連結金具を差し込
み、腰ボトムをスライドさせます。スライドさせることにより出てくる腰ボトムの連結
金具にスナップピンを差し込み固定します。

6 	腰ボトムを取り付けます

1

スナップピン

4

スナップピン

連結金具
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①	膝・脚ボトムの長さを変更する場合は、図の4カ所のボルトとワッシャーを外します。
膝・脚ボトムを調整し、外したボルトで固定します。

7 	膝・脚ボトムを取り付けます

レギュラー：膝短め

レギュラー：膝ふつう ショート

レギュラー：膝長め

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

1

スナップピン

4
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　警　告
幅だしフレームと、背ボトムおよび膝・脚ボトムの設定は、レギュラータイプも
しくはショートタイプで必ず揃えてください。異なる設定のまま取り付けるとフ
レームにすき間ができ、思わぬ事故につながるおそれがあります。

レギュラー：膝短め

レギュラー：膝ふつう ショート

レギュラー：膝長め

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

●● 膝、脚ボトムの長さはレギュラー3段階と、ショート1段階を選択できます。

●● レギュラー3段階で設定する場合は、膝・脚ボトムに貼られているラベルの各
アルファベット表記の同じ箇所をボルトで固定してください（例：膝が短めの
場合、膝ボトムのAと脚ボトムのAをボルトで固定します。）

●● ショートの場合は膝ボトム「A・ショート」と脚ボトム「C・ショート」をそれぞ
れボルトで固定します。
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②	モーターユニット左右の連結金具の切り欠きを利用して、膝・脚ボトムの連結金具を差
し込み、脚・膝ボトムをスライドさせます。スライドさせることにより出てくる膝・脚
ボトムの連結金具にスナップピンを差し込み固定します。

	 脚ボトムのステーが固定されていることを確認してください。

　警　告
膝・脚ボトムの2カ所のボルトは、絶対にゆるめないでください。

スナップピン

連結金具

ボルト
（ゆるめないでください）

③	マット止め（大）を取り付けます。マット止め（大）は脚ボトムの先端裏側にあるブラケッ
トの穴を通して取り付けます。

	 マット止め（大）は、まず左右どちらかを脚ボトムのブラケットに差し込み、反対
側を広げながら取り付けます。

マット止め（大）
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④	マット止め（小）を、下図マット止め（小）取り付け箇所の■部に取り付けてください。

	 矢印方向にスライドさせて取り付けます。「カチッ」と音がするまではめ込んでく
ださい。

⑤	マット止め（小）のツメの奥がメッシュに当たるまでスライドさせます。

マット止め（小） 1

マット止め（小）

マット止め（小）取り付け箇所

あたま側 あし側
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8 	ヘッド・フットボードを取り付けます

①	ヘッドボードの連結金具2カ所のロック金具を解除します。

解除 

ヘッドボード

フットボード

5

5

ロック金具

連結金具

※イラストは木製タイプですが、
取付方法は樹脂タイプも同様と
なります。
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②	頭側幅だしフレームの連結金具2カ所にヘッドボードの連結金具をはめ込みます。頭側
幅だしフレームの連結ピンは上下に設置されています。連結ピンの上には（ａ）を連結ピ
ンの下には（ｂ）を連結してください。

③	ヘッドボードの連結金具2カ所のロック金具をロックします。

④	フットボードを取り付けます。

	 フットボードの取り付けはヘッドボードと同様です。①〜③を参考にしてフット
ボードを脚側幅だしフレームに取り付けてください。

3005

ロック金具

ロック

（ａ）

（ｂ）

頭側幅だしフレーム
連結ピン（上）

頭側幅だしフレーム
連結ピン（下）
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■適合オプションについて

　警　告
●	オプションは正しい組合せを確認した上でご使用ください。誤った組合せで使
用すると、思わぬけがや故障の原因となります。

	 各オプションの品番は段ボール箱・製品識別表示ラベルに記載されています。

●	各オプションの適合表に記載の適合品以外は使用しないでください。意図せぬ
すき間の発生や製品の破損・変形などにより、けがをするおそれがあります。

●	必ず各オプションの取扱説明書をお読みください。

■適合表
製　品　名 品　　番 ページ

キャスター CA-0920, CA-0921 （53）

さしこみサイドレール
CAS-143W, CAS-178W, CAS-178WC※1

CAS-378W, CAS-478W,
CAS-1180, CAS-800W, CAS-680W

（別図）

固定型サイドレール CAS-578W （別図）

介助バー CAC-070, CAC-080,
CAC-070WC※2, CAC-080WC※2 （別図）

マットレス （53）

※1	CAS-178WCはさしこみサイドレールCAS-178W／378WとクッションカバーCAS-
178Cのセットになります。

※2	CAC-070WC／ CAC-080WCは介助バーCAC-070／ 080とクッションカバーCAC-
070C／ 080Cのセットになります。
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■■ キャスター
■	キャスターを取付けるとベッドの移動を補助したり、床からの高さを高くすることがで

きます。

■キャスター適合表
品　　番 製　品　名 床からボトム上面までの高さ

CA-0920 四輪ダブルロックΦ100キャスター（LB) 300mm～640mm
CA-0921 四輪ダブルロックΦ75キャスター（LB) 268mm～608mm

■■ マットレス
■マットレス

ベッドサイズ マットレスサイズ　(mm)

91幅レギュラー
91幅ショート
100幅

長さ1910mm*幅 910mm*	 厚さ 60mm以上160mm以下
長さ1800mm*幅 910mm*	 厚さ 60mm以上160mm以下
長さ1910mm*幅 1000mm*	厚さ 60mm以上160mm以下

●	仕様変更などによりこの取扱説明書の記述と一部異なる場合があります。

	 ご不明な点は販売店または直接弊社までお問い合せください。
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■■ サイドレール・介助バーの取り付けについて
サイドレール、介助バーのベッドへの取付けは下記の図表を参照して、正しい組合わせで、
また正しい向きで取付けてください。
※サイドレール、介助バーはベッドのサイズに合わせてお選びください。
※サイドレールレギュラーのイラストはCAS-178Wになります。

■レギュラーサイズ
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■レギュラーサイズ
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■ショートサイズ
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　警　告
・	オプション間のすき間やオプションとヘッド・フットボードのすき間に、頭や首が入らな
いように注意してください。

・	 各オプションに添付されている取扱説明書も必ずお読みください。
・	 サイドレールは、ベッドで寝ている人の転落予防、寝具の落下予防を目的としていま
す。立ち上がり時など、支えとしてお使いになる場合は介助バーをお使いください。

・	 誤った組合わせと取付け位置では、意図せぬすき間の発生によりけがをするおそれがあ
ります。下記図表の組合わせでは使用しないでください。

■ショートサイズ

■レギュラーサイズ
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サイドレール

　注　意
	 サイドレール・介助バーなどを使用しない場合は、危険ですのでサイドホル
ダーを収納しておいてください。

	 サイドレール・介助バーなどを使用しない状態で、サイドホルダーが引き出て
いるとサイドホルダーに衣類などが引っ掛かり転落してけがをするおそれがあ
ります。

①	サイドレール・介助バーを取り付ける位置のサイドホルダーを引き出します。サイド
レールをサイドホルダーに取り付けます。

■オプション部品を取り付ける場合

サイドホルダー
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■介護リフト使用時のご注意
■■ 下記の床走行式電動介護リフトが使用できます。
	 ●  ゆれないリフターⅡ

	 ゆれないリフターⅡに添付されている取扱説明書も必ずお読みください。

●● 床走行式電動介護リフトを使用する際は、ゆれないリフター用ベッド床脚
（LB）（CA-0922）を取り付けてください。このベッドに付属の脚座または
キャスターを使用している場合、ベッドとの併用はできません。

●● 仕様変更などによりこの取扱説明書の記述と一部異なる場合があります。ご不
明な点は販売店または直接弊社までお問い合わせください。

　警　告
・	ベッドの背を上げるとき、およびリフターのアームを下げるときは、ベッドと
リフターのアームとの間に挟まれてけがをする恐れがあります。十分注意して
ください。

・	 ベッドの床を下げるときは、ハイローユニットのトルクチューブにリフターの
脚や前輪キャスターをはさまないように注意してください。はさまれるとけが
や破損の恐れがあります。

注
記
！

アーム

ゆれないリフターⅡ

脚
前輪キャスター

トルクチューブ

ゆれないリフター用
ベッド床脚（LB）（CA-0922）
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8.	組立後の点検
■■ ベッドの組立てが終わりましたら、ベッドに人が乗っていないことを確
認のうえ、このチェックシートで点検してください。（60～ 63ページ
をコピーしてお使いください。）

■■ 定期点検の際も、このシートを使用してください。
■■ 異常が認められた場合や詳しい点検をご希望される場合は、販売店また
は弊社営業所、サテライトまでお問い合せください。

　警　告
組立て後の点検は必ず行ってください。組立てが不十分な状態で使用すると、け
がや故障が発生するおそれがあります。

　注　意
●	手元スイッチを操作しながら点検作業をしている際に異常音や振動が生じた場
合には、すぐにベッドの使用を中止し、販売店または弊社営業所、サテライト
（最終ページ参照）までご連絡ください。
●	キャスターやリフター脚などのオプションを使用の場合は、各製品の「取扱説明
書」に従って、組立・点検を行ってください。

	 脚座の取付け（４ヶ所）

	 ハイローユニットの４ヶ所すべてに脚座がはま
り、ブッシュリベットが確実に取付けられてい
ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→33～ 35ページ参照

	 ハイローモーターとハイローユニットの連結

	 連結ピンにスナップピンが確実に差込まれてい
ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→37ページ参照

プッシュリベット

スナップピン

連結ピン

ハイローモーター

1

2
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	 頭側・脚側幅だしフレームの取付け位置

	 ボトムサイズと合っていますか？頭側・脚側幅
だしフレームがハイローユニットの２ヵ所の連
結ピンに掛かっていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→３８及び４０ページ参照

	 頭側・脚側幅だしフレームのノブボルト部

	 ノブボルトで確実に締付けられていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→３９及び４１ページ参照

	 背ボトムの調整位置

	 頭側幅だしフレームの取付け位置（100幅タイ
プの調整はできません）と合っていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→４２～４３ページ参照

	 背ボトムの取り付け

	 連結ピンにスナップピンが確実に差込まれてい
ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→４４ページ参照

連結金具

連結ピン

連結金具

連結ピン

ノブボルト（長）

ノブボルト（短）

レギュラー

ショート

連結ピン

スナップピン

6

5

4

3
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	 腰ボトムの取り付け

	 連結金具にスナップピンが確実に差込まれてい
ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→４５ページ参照

	 膝・脚ボトムの調整位置

	 脚側幅だしフレームの取付け位置と合っていま
すか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→４６～４７ページ参照

	 膝・脚ボトムの取り付け

	 連結金具にスナップピンが確実に差込まれてい
ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→４８ページ参照

	 マット止めの取り付け

	 マット止め（大・小）が正しい位置に取付けられ
ていますか。

	 □	 はい

	 □	 いいえ→４８～４９ページ参照

レギュラー：膝ふつう

ショート

連結金具

スナップピン

スナップピン

連結金具

マット止め（小）取り付け箇所

10

9

8

7
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	 ヘッド・フットボードのロック

	 ロック金具が確実にロックされていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→５１ページ参照

	 電源ケーブルの確認

	 可動部の上を通っていませんか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→４１ページ参照

	 手元スイッチの確認

	 手元スイッチ本体に傷や破損がないですか？

	 電源プラグをコンセントに差込むと手元スイッチのランダルマークが点灯しますか？

	 □	 はい

	 □	 点灯せず→７６ページ参照

	 ベッド操作時の確認

	 手元スイッチで背上げ・膝上げ・高さ調節操作を最大まで行った際、以下の問題があり
ませんか？

	 □	 異常ない

	 □	 異常音がする→販売店または弊社営業所・サテライトへ
		  ※場所や状態によってはお客様で注油を行うことができます。

	 □	 ベッドが家具などにあたる→ベッドを移動するか、障害物を取り除いてください。
		  →29ページ参照

	 安全ラベルのはがれ

	 ラベルがはがれたり、文字が見えなくなっていませんか？

	 □	 いいえ

	 □	 はい（はがれている・文字が見えない）→販売店または弊社営業所・サテライトへ

頭側幅だしフレーム
連結ピン（上）

頭側幅だしフレーム
連結ピン（下）

ロック金具

ロック

（a）

（b）

15

14

13

12

11
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9.	分解方法

ベッドを分解する前に以下の作業を行ってください。

●● ベッドに装着しているオプションパーツなどがありましたら取り外します。

●● 寝具、マットレスをベッドから降ろします。

●● 背ボトム、膝ボトムを最低位置まで下げます。

●● ベッド床高さを最低位置まで下げます。

●● 電源プラグをコンセントから抜きます。

　注　意
ベッドを分解するときは、誤動作による事故を防止するため、電源プラグをコン
セントから外して作業を行います。ただし、必要に応じてベッドを稼働させる必
要があるときは、分解手順の指示に従い電源プラグをコンセントに差し込んでく
ださい。		
ベッドを分解するときは、各部品の駆動部に指などをはさまないように注意して
ください。

●● 分解は必ず大人2名以上で行ってください。

●● 取り外したスナップピン、連結ピン、プッシュリベットは紛失しないように袋など
に入れ保管してください。 
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1 	ヘッドボード・フットボードを取り外します
①	ヘッドボードを取り外します。ヘッドボードの2カ所の連結金具のロック金具を解除し

て、ヘッドボードを斜め上方向に引き上げながら取り外します。

	 取り外したヘッドボードの連結金具の2カ所のロック金具は、搬送中の破損を防
止するため、必ずロック位置に戻して梱包してください。

	 マット止め（大）は図のように左右どちらかを広げてフックを外し、反対側のフッ
クをずらして取り外します。

	 フットボードの取り外しはヘッドボードと同様です。①を参照してヘッドボード
を取り外してください。

3006

ロック金具

解除

連結金具

ロック金具

ロック

※イラストは木製タイプですが、
取付方法は樹脂タイプも同様と
なります。
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マット止め（小）

	 マット止め（小）を手前にスライドさせます。脚ボトムのメッシュからマット止め
（小）のツメを外して取り外します。

マット止め（小）取り付け箇所

あたま側 あし側
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2 	膝・脚ボトムを取り外します
①	膝ボトムとモーターユニットを連結している、左右の連結部のスナップピンを抜き取り

ます。膝・脚ボトムを持ち、3cmほど横にずらした後、上に持ち上げて取り外します。

3 	腰ボトムを取り外します
①	腰ボトムとモーターユニットを連結している、左右の連結部のスナップピンを抜き取り

ます。腰ボトムを持ち、3cmほど横にずらした後、持ち上げて取り外します。

スナップピン

連結金具

スナップピン

連結金具



68

4 	背ボトムを取り外します
①	背ボトムとモーターユニットを連結している、左右の連結部のスナップピンを抜き取

り、連結ピンを引き抜きます。

②	背ボトムを持ち上げて取り外します。

③	電源ケーブル・手元スイッチのコードをヒモ等で束ねます。

スナップピン

連結ピン
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5 	脚側・頭側幅だしフレームを取り外します
①	脚側幅だしフレームとハイローユニットを連結しているノブボルト（短）を取り外します。

②	脚側幅だしフレームを引き上げて取り外します。

ノブボルト（短）
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③	頭側幅だしフレームとハイローユニットを連結しているノブボルト（長）を取り外します。

④	頭側幅だしフレームを引き上げて取り外します。

ノブボルト（長）
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6 	モーターユニットを取り外します
①	駆動部と連結しているハイローモーター先端の連結ピンのスナップピンを抜き取り、連

結ピンを引き抜きます。この連結ピンをハイローユニットに差し込み、スナップピンで
固定します。ハイローモーターをマジックバンド及びストラップに固定します。

スナップ
ピン 連結ピン

ハイロー
モーター

マジック
バンド

ストラップ

ストラップ

（マジックバンド）

（ストラップ）

マジック
バンド

外す
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②	モーターユニットを持ち上げて取り外します。

	 この部分をもたないで下さい。

フレーム先端部

ホルダー

注
記
！
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7 	脚座を取り外します
①	4つの脚座を取り外します。脚座を固定しているプッシュリベットのピンを棒状のもので

押し込みプッシュリベットを外し、脚座をハイローユニットから引き抜いてください。

　警　告
キャスター自体を回して取り外すとキャスターを破損する恐れがあります。	
キャスターは必ず専用スパナで取り外してください。

プッシュリベットはピンを棒状の
もので軽く押し込むと外れます。
（押し込みすぎないでください。）
※	取りづらい場合はマイナスドラ
イバーのような物でプッシュリ
ベットを持ち上げてください。

プッシュリベット

キャスター

キャスターを取り外す場合

アダプター

脚座
スプリング
ワッシャー

ワッシャー

※詳細はキャスターの取扱説明書を参照ください。
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■■ 停電やベッドの故障時に、背ボトム、膝・脚ボトムが上がったままの状
態を平らにすることができます。

　注　意
駆動部の連結部を外すことにより行います。ベッドをはじめの状態に復旧させる
ものではありません。手元スイッチでの操作は、停電やベッドの故障が回復する
まで使用できません。

①	寝具やマットレスを降ろします。

②	下げたいボトムの駆動部の連結を解除します。

　注　意
連結部を解除すると、モーターにより駆動していた部分が自由な状態となり平ら
な状態へ戻ります。手などをはさまないように注意してください。

	 腰ボトムを止めている連結ピンを外し、腰ボトムを取り外すと図のような連結部があり
ます。連結部を固定しているスナップピンを抜き、連結ピンを取り外します。

③	駆動部を平らな状態にします。

　警　告
モーターの軸を回転させると、故障や人身事故を招く恐れがあります。　　　　
モーターを取り外した場合は、絶対に軸を回転させないでください。	

　注　意
停電やベッドの故障が回復したら、駆動部と連結部を元に戻してください。

10.	 停電・故障時の取り扱いについて
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11.	 仕様について
■■ リライフベッドシリーズ

マット幅91・マット幅100
ベッド全長(mm) R:2066（S:1946）　※1

ベッド全幅(mm) 91幅：996（ホルダー収納時：916）
100幅：1082（ホルダー収納時：999）

ベッド床高(mm) 標準：250～ 590（脚パッド使用時 +5mm）
背上げ及び
膝上げ

2モーター 背・膝連動：背上げ…72度　膝上げ…20度　背・膝連動解除：背上げ…72度　膝上げ…0度
3モーター 背上げ…0～72度　膝上げ…0～30度

ヘッド高さ(mm) 91幅・100幅：590～ 930
	 （ボトム面より340）

91幅（樹脂ボード）：640～ 980
	 （ボトム面より390）フット高さ(mm)

製品重量(kg) （2M/3M) 91幅：91.3/92.2　　91幅（樹脂ボード）：90.4/91.3
100幅：93.8/94.7

材
　
質

ヘッドフットボード（木製） 化粧板・ウレタン樹脂塗装仕上げ
ヘッドフットボード（樹脂） ポリプロピレン
モーターユニット

スチール製：電着塗装+抗菌粉体塗装仕上げ
ベースユニット
幅出しユニット
ボトムユニット

安全使用者体重 135kg
安全使用荷重　※2 173.4kg（1700N）
最大連続使用時間　※3 約5分
電圧（V) 100
電流（A) 1.7
モーター消費電力(W) 170（モーター1台あたり）

※1	（　）寸法は、ショートサイズに組み替えた場合 の寸法です。
※2	安全使用荷重：ベッド動作が行える最大の荷重（使用者体重とマットレスやオプションなどの合計荷重）。
※3	ベッドを最大連続使用時間（約5 分）動作させた場合、過熱防止回路がはたらき、アクチュエーターが停止します。
	 ランプが点灯の状態になるまで20分程お待ち下さい。

項目 箇所
寸法

脚座 φ75キャスター（LB）
CA-0921

φ100キャスター（LB）
CA-0920

リフター用ベッド脚
CA-0922

a 全幅（mm） 最大外径寸法 91幅：996（ホルダー収納時：916）
100幅：1082（ホルダー収納時：999）

b 全長（mm） 最大外径寸法 100幅・91幅レギュラー：2066　91幅ショート：1946
91幅樹脂ボードレギュラー：2072　91幅樹脂ボードショート：1952

c 脚座間の長さ（mm） 脚座中心間の長さ 1362

d ボトムの高さ（mm） 床からボトム上面まで
脚パッド使用時+5mm 250〜590 268〜608 300〜640 307〜647

e ヘッドボードの高さ（mm）ボトム上面からヘッド
ボードの上端まで 91幅：340

100幅：340
91幅（樹脂ボード）：390f フットボードの高さ（mm）ボトム上面からフット

ボードの上端まで

c f

b

e

d

a
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12.	 故障かな？と思ったら

■■ 故障ではない場合がありますので、修理を依頼する前にもう一度以下の
項目をチェック してください。

■■ チェック・処置をしても改善されないときは、ただちにベッドの使用を
やめて販売店に修理を依頼してください。

コントロールボックス

コネクタ

アクチュエータ
（モーター）

症状
手元スイッチ
の通電ランプ

チェック 処置 参照ページ

操作ボタン
を押しても、
ベッドが動
かない、途
中で止まっ
てしまう

点灯しない

電源プラグはコンセントにしっ
かり差し込まれていますか ? 

電源プラグをコンセントに差し
込んでください。

―

コンセントに電源はきています
か ?

コンセントに他の電気器具のプ
ラグを差し込んで確認してくだ
さい。

―

手元スイッチのコネクタがコン
トロールボックスから外れてい
ませんか ?

手元スイッチのコネクタをコン
トロールボックスに差し込んで
ください。

上記

点灯

オールロック機能設定はしてい
ませんか ? 

オールロック解除設定をしてく
ださい。

24

ピッタリボジション機能設定は
していませんか ?

ピッタリボジション解除設定を
して下さい。設定箇所が不明な
場合は、一度オールクリアーを
設定してください。

21〜23
24

アクチュエーターのケーブルが
コントロールボックスから外れ
ていませんか ?

アクチュエーターのケーブルを
コントロールボックスに差し込
んでください。

上記

点滅

便利機能の設定状態に入ってい
ませんか ?

適当な操作ボタンを長押し後、
オールクリアーを設定して下さ
い。

24

連続して、ベッド動作をしてい
ませんか ?（アクチュエーター
が過熱すると、保護機能が働き
動作を停止する場合がありま
す）

20分程放置し、アクチュエー
ターが冷えるまでお待ちくださ
い。 75

通電ランプ
・点灯

・点滅

・点灯しない

正常な状態で常時点灯し
ます。
便利機能を設定している
時、点滅します。
長時間連続して操作した
時、保護回路が働き点滅
します。
電源プラグが外れている
場合、停電の場合、断線
等による故障の場合には
点灯しません。
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13.	 アフターサービスについて

■■ 修理を依頼されるとき
	 本書の「12．故障かな？と思ったら」（76ページ）に従って調べてください。それでも直

らない場合は、ベッドの電源コードをコンセントから抜いて、お買い上げ販売店、また
は弊社営業所・サテライトにご連絡ください。

◎	連絡していただきたい内容
	 ●品名、品番、製品識別表示ラベルの番号
	 ●お買い上げ日
	 ●故障、または異常の内容
	 ●お名前、ご住所、および電話番号

◎	保証期間内は
	 保証書の記載内容に基づき無償で修理いたします。
	 ただし、保証期間内でも修理が有償となる場合があります。詳しくは保証書をご覧く
ださい。

◎	保証期間が過ぎているとき
	 修理により使用できる製品については、ご要望により有償で修理いたします。

■■ 製品の最低保有年数は
	 弊社では、ベッドの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の最低保

有期間を製造打ち切り後、5年としております。

リライフベッド／CLB－2209、2309、2200、2300、2209J、2309J







ランダルコーポレーション事業所

万が一不具合等ございましたら、販売店またはお近くの
営業所・サテライトまでお問い合わせください。

本社	 〒351-0034	 埼玉県朝霞市西原1-7-1
	 TEL.048-475-3661	 FAX.048-475-3712

特販部	 〒351-0034	 埼玉県朝霞市西原1-7-1
	 TEL.048-475-3662	 FAX.048-475-3712

本社工場	 〒354-0044	 埼玉県入間郡三芳町北永井421
	 TEL.049-259-4433	 FAX.049-259-4430

札幌営業所	 〒065-0042	 北海道札幌市東区本町2条3-10-1-142
	 TEL.011-787-5100	 FAX.011-780-5117

青森営業所	 〒030-0921	 青森県青森市原別8-9-1
	 TEL.017-736-9535	 FAX.017-736-9534

八戸サテライト	 〒039-1103	 青森県八戸市長苗代1-5-8
	 TEL.0178-20-8212	 FAX.0178-20-8213

秋田サテライト	 〒010-0941	 秋田県秋田市川尻町字大川反170-81
	 TEL.018-893-3861	 FAX.018-893-3862

岩手営業所	 〒020-0846	 岩手県盛岡市流通センター北1-2-20
	 TEL.019-614-3007	 FAX.019-639-0631

仙台営業所	 〒984-0015	 宮城県仙台市若林区卸町4-8-10
	 TEL.022-782-5286	 FAX.022-782-5287

埼玉営業所	 〒354-0044	 埼玉県入間郡三芳町北永井421
	 TEL.049-274-3132	 FAX.049-274-3134

八王子サテライト	〒193-0824	 東京都八王子市長房町22-26
	 TEL.0426-68-9168	 FAX.0426-68-9167

東京営業所	 〒120-0005	 東京都足立区綾瀬1-20-18
	 TEL.03-5629-5080	 FAX.03-5629-5081

千葉サテライト	 〒262-0022	 千葉県千葉市花見川区南花園2-9-21
		  RTサンライト101号室
	 TEL.043-213-5775	 FAX.043-273-5754

横浜営業所	 〒220-0023	 神奈川県横浜市西区平沼1-30-6
	 TEL.045-317-6052 	 FAX.045-317-6053

名古屋サテライト	〒485-0059	 愛知県小牧市小木東1-12
	 TEL.0568-43-0790 	 FAX.0568-43-0830

大阪営業所	 〒578-0981	 大阪府東大阪市島之内2-14-27
	 TEL.072-960-3600	 FAX.072-960-3700

兵庫サテライト	 〒651-2132	 兵庫県神戸市西区森友1-157
	 TEL.078-995-5982	 FAX.078-995-5984

岡山サテライト	 〒700-0975	 岡山県岡山市北区今8-3-35
	 TEL.086-242-6055	 FAX.086-242-6066

福岡営業所	 〒818-0063	 福岡県筑紫野市桜台2-22-17
		  フォーサイト桜台Social House 101号室
	 TEL.092-924-8586	 FAX.092-924-8587
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